
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 9部会

『

法
華
経
』

の

実
践
と

チ
ャ

イ
ト
ヤ
建
立
に

よ

っ

て
、

そ

の

場
に

如

来
の

全
身
が

実
現
さ

れ
る

た

め、

仏
舎
利
を

納
め

た

ス

ト

ゥ

ー
パ

の

建
立
は

不

要
で

あ

り
、

む

し

ろ
、

『

法

華
経
』

実

践
の

場
に

建
立
さ

れ

た

チ

ャ

イ
ト

ヤ

こ

そ

が

真
の

ス

ト

ゥ

ー

パ

で

あ

る
と

主

張
し

て

い

る
。

そ

こ

に

は、

「

ス

ト

ゥ

ー

パ

u
ブ
ッ

ダ
」

と

い

う
伝
統
的

仏
塔
信
仰
の

基
本
理
解
を
踏

襲
し
た
上
で、

価
値
の

中
心
を

『

法
華
経
』

の

実
践
へ

と

シ

フ

ト
さ

せ

よ

う
と
す
る

意

図
が

看
取
さ
れ、

こ

こ

に

わ

れ
わ

れ
は、

「

『

法
華
経
』

の

実

践
＋

チ
ャ

イ
ト

ヤ

建
立
11
真
の

ス

ト

ゥ

ー

パ

建
立
11

如
来
の

実
現
」

と
い

う
〈

『

法
華
経』

の

ブ
ッ

ダ

観
・

仏
塔

観
〉

を

確
認
す
る
こ

と

が
で

き

る
。

さ

ら
に

興
味
深
い

点
は
、

実
現
さ

れ

る

如
来
が

そ
れ
ま

で

は

三

人
称
視
点

で

漠
然
と

表
示
さ

れ
て

い

た

の

に

対
し、

「

分

別
功
徳
晶
」

に

お

い

て

は

一

人
称
視
点
で

「

私
」

（
11
話
者
で

あ
る

釈
尊
）

と

記
さ

れ、

『

法
華
経
』

の

実
践
と

チ

ャ

イ
ト

ヤ

建
立
を

通
し

て

実
現
し

感
得
さ

れ
る

如
来
が
、

他

な
ら

ぬ

釈
尊
そ

の

人
で

あ
る

こ

と

が

表
明
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

　
『

法

華
経
」

は

ブ
ッ

ダ

観
の

展
開
上、

そ

れ
ま

で

広
く

認
め
ら

れ
て

い

た

「

永
遠
の

ブ
ッ

ダ
」

と

い

う

観
念
を、

歴
史
的
存
在
で

あ
る

釈
尊
に

重

ね

合
わ

せ

る

こ

と

に

よ
っ

て、

釈
尊
を
歴

史
的
限
定
か

ら

解
放
し

て

永
遠

性
を

付
与
す

る

と

と

も
に
、

説
法
の

場
に

顕
現
さ

れ
る
ブ

ッ

ダ
に

歴
史
性

を

与
え
る

役
割
を
果
た
し
た

と
さ

れ
る

が、

当
の

「

如
来

寿
量

品
」

自
体

は

「

永

遠
の

釈
尊
」

を
感
得
す
る

方
法
の

具
体
的
記
述
を
欠
い

て

い

た
。

一

方、

「

如
来
寿
量
品
」

の

直
後
に

位
置
す
る

「

分
別

功
徳

品
」

は
、

「

如

来
寿
量
品
」

の

教
説
を

引
き
継
ぐ
も
の

で

あ
る

こ

と

を
自
認
す
る

と
と

も

に
、

実
現
さ

れ

る

如

来
が

釈
尊

自
身
で

あ
る

こ

と

を

示
し

て

い

る
。

こ

れ

ら

を

総
合
す
る

と
、

「

『

法

華
経
』

に

お

い

て

釈
尊
の

永

遠
の

現

存
は、

『

法
華
経
』

の

実
践
と

チ
ャ

イ
ト

ヤ

建
立
に

よ
っ

て

感
得
さ

れ
る
」

と

の

結

論
が

導
か

れ
る

。

『

法
華
経
』

が

実
践
さ

れ、

そ

の

場
に

チ

ャ

イ
ト

ヤ

が

建
立
さ

れ

る

限
り、

釈
尊
は

時
間
的
・

空
間
的
限
定
か

ら

解
き
放
た
れ

て

常
に

説
法
の

場
に

顕
現
し、

衆
生
は

そ

の

永
遠
の

現
存
を
い

つ

で

も
感

得
す

る

こ

と

が

で

き

る
。

『

法

華
経』

に

お

い

て

は、

「

『
法

華
経
』

の

実

践
」

と

「

チ

ャ

イ

ト

ヤ

建
立
」

は

不
可
分
に

結
び
つ

き

な

が

ら、

永
遠
の

釈
尊
を

感
得
す
る

た

め

の

手
段

、

方
法
と

も

な

っ

て

い

た

の

で

あ
る

。

『

大
毘
婆
沙
論
』

成
立

の

諸
問
題

三

　
友

健

容

　

漢
訳
さ
れ
た

『

婆
沙
論
』

に

は

三

種
類
あ
る

。

『

韓
婆
沙
論』

（

十
四

巻

『

稗
婆
沙
論
』

）
、

『

毘
婆

沙
論
』

百
巻

（

現

存
六

十
巻）
、

『

大
毘
婆
沙
論
』

二

百
巻
で

あ

る
。

三

訳
の

対
応

関
係
に

つ

い

て
（

A）
十
四

巻
『

婢

婆
沙

論
』

は
六

十
巻
『

毘
婆
沙
論
』

『

大
毘
婆

沙

論
』

の

要

約
で

あ
る

。

（
B

）

独
立
し

た

『

毘

婆
沙
論
』

で

あ
る

と

い

う
意
見
に

別
れ
、

そ

の

成
立
の

先

後
関
係
に

つ

い

て

も

未
だ

定
説
を
見
て

い

な

い
。

　
六

十
巻
『

毘

婆
沙
論
』

と
『

大
毘

婆
沙
論
』

は

「

五

百

羅
漢
」

の

「

釈
」

「

造
」

と

あ
る

か

ら、

五

百

羅
漢
の

解

釈
で

あ
り、

『

稗
婆
沙
論
』

に

は

帰
敬

偈
と

「

尸

陀
槃
尼
撰
」

と
あ

り、

最
初
に

あ
る

べ

き

膨
大
な

量
の

「

雑
腱
度
」

が

省
略
さ

れ
、

「

結

使
健
度
」

の

「

四
十
二

章
十
門
」

か

ら

は

じ
ま

っ

て

い

る

か

ら、

「

四

十
二

章
十
門
」

の

根
本
論
の

「

収
録
流
通
本
」

で

あ

る

と

い

う

見
方
が

妥
当
で

あ

り、

『

稗
婆
沙
論
』

は

そ

れ

ら
『

婆
沙

論
』

か

ら

撰
し

た

も
の

と
い

う
こ

と

に

な
ろ

う
。

し
か

し

重

要
な
こ

と
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は
、

『

韓
婆
沙
論
』

は
六

十
巻
『

毘
婆
沙

論
』

や

『

大
毘

婆
沙
論
』

の

系

統
の

『

婆
沙
論
』

か

ら

撰
し
た
の

で

は
な
い

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

一

例

を
あ
げ
る

と

色
処
の

説
明
の

と

き

に

『

稗

婆
沙
論
』

は

可
見
法
の

説
明
に

妙
音
と

世
友
の

意
見
を

紹
介
し、

六

十
巻
『

毘

婆
沙
論
』

で

は

妙
音
説
は

な

く
、

そ

の

代
わ
り
に

覚
天
と

ア

ビ

ダ
ル

マ

論
師
説
を

紹
介
し

て

い

る
。

　
冖

方、

龍
樹
の

『

大
智
度
論
』

に

は
声
聞
の

ひ

と

で

ア
ビ

ダ
ル

マ

の

論

議
に

従
う
も

の

を

毘
婆
沙
と
い

う
と

あ
り、

と

く
に

説
一

切

有
部
系
統
の

ア
ビ

ダ
ル

マ

論
師
は

毘
婆
沙
師
と

呼
ば
れ
て

い

た

と

い

う

事
実
が

あ
り

、

『

鞍

婆
沙
論
」

の

序
か

ら

も
複

数
の

『

婆
沙

論
』

が

存
在
し
た
こ

と

が

わ

か

る
。

　
六

十
巻
『

毘
婆．
沙
論
』

が

「

戦
乱
に

よ
っ

て

百
巻
の

う
ち
四

十
巻
が

失

わ
れ
た

の

で

は
な
く

、

『

毘

婆
沙

論
』

は

意
図

的
に

『

大

毘
婆

沙
論
』

の

十

門
章
の

説
明
と

大
天

問
題
と

を

無
視
し
た
」

と

い

う
仮

定
は

成
立
し

な

い

し、

十
四

巻
『

稗
婆
沙
論
』

は

こ

の

六

十
巻

『

毘
婆
沙
論
」

系

統
か

ら

の

抄
本
で

あ
る

と

は

い

え
な
い

。

な
ぜ

な
ら
ば
六

十
巻
『

毘
婆
沙

論
』

は

も

と
も
と

解
釈
す
る

予

定
で

あ
っ

た

八
腱
度
の

う
ち

の

業
韃
度
以

降
を

欠

い

て

い

る

か

ら、

こ

れ
は

焼
失
し
た

四
十
巻
に

あ
っ

た
と

見
る
べ

き
で

あ

る
。

　
百

巻
『

毘

婆
沙

論
』

に

し

て

も、

二

百

巻
『

大

毘

婆
沙
論
』

に

し

て

も、

こ

れ

ほ

ど

大
容
量
の

『

婆
沙

論
』

が

編

纂
で

き

る
の

は、

五

百
人
の

阿
羅
漢
を

集
め

る

ほ

ど

の

編
集
会

議
で

な

い

と

で

き
な

い

だ

ろ
う

。

大
正

蔵
経
の

頁

数
よ

り

類
推
し
て

、

『

大
毘
婆

沙
論
』

は

百
巻
『
毘
婆
沙
論』

の

わ

ず
か

に
一

・

三

五

倍
で

あ

る
か

ら
、

こ

の

説
を

採
用
す
れ

ば、

『

大
毘

婆
沙

論
』

か

ら

の

要

約
版
が

百
巻
『
毘
婆
沙
論
』

で

あ
る

と

見
な

く
と

も

良
い

こ

と

に

な

る
。

す
な

わ
ち、

五

百
羅
漢
に

よ
る

『

八

鍵
度
論
』

の

註

釈
は

も

と

も

と

百
巻
程
度
の

も
の

で

あ

り
、

意
見
の
一

致
を

見
な
い

者

は
、

こ

の

『

婆
沙
論
』

の

原
型

を
も

と

に

修
正
補
説
し
た
の

で

あ
っ

て
、

複
数
の

『

婆
沙
論
』

が
あ
っ

た
と

考
え
ら
れ
る

。

そ
し
て、

次

第
に

増
補

さ

れ
て

異

説
を

統
合
し

た

結
果、

一
・

三

五

倍
の

『

大
毘
婆

沙
論
』

と

な

っ

た

の

で

あ

り
、

『

大
智
度
論
』

に

は

現
在
の

『

大

毘
婆
沙

論
』

に

扱
わ

れ
て

い

る

大
天

問
題
や
小
善

成
佛
問
題
な

ど

重
要
な

課
題
に

触
れ
て

い

な

い

か

ら
、

『

大

智
度

論
』

の

こ

ろ

に

は

大
天

問
題
や

小
善
成
佛
問
題
の

論

じ

ら

れ

て

い

な
い

『

大
毘
婆
沙
論
』

系

統
の

『

婆

沙

論
』

、

あ

る

い

は

『

大

毘
婆
沙
論
』

原
型
が

出
来
上
が
っ

て

い

た
と

考
え
ら
れ

る
。

　
し

か

も
『

大

智
度
論
』

が

引
用
す

る

有
部

説
は

現
在
の

『

大

毘

婆
沙

論
』

に
一

致
し、

六

十
巻
『

毘
婆
沙

論
』

と

は
一

致
し
な
い

か

ら、

こ

の

部
分
が

羅
什
の

増
補
で

な
い

か

ぎ
り
、

『

大

智

度
論
』

す
な

わ

ち

龍

樹

（

紀
元

百
五

十
1

二

百
五

十
年）

の

時

代
ご

ろ

に

は

『

大
毘
婆
沙
論」

系

統
の

『

婆
沙

論
』 、

あ
る

い

は

『

大
毘

婆
沙
論』

の

原
型

版
が

あ
っ

た

と

い

う
こ

と
に

な

る
o

『

阿
毘
曇
心
論
』

業
品
に

お

け
る

　
　

三

障
の

軽
重

に

つ

い

て

智

谷

公

和

　
こ

の

論
題

に

対

す

る

「

阿

毘

曇

心
論
』

（
》
げ

7
置
ぽ
餌
「

ヨ
甲

耳
匹
凶

唄
山−

盆
ω

肓
斜

大

正

蔵

経

它
o

」
韻
P

以

下
『

心

論
』

と

略

す
）

業

晶

（

｝

（

帥
蟐

ゴ
P
轡ー
ゴ
隔

嘱

α
n
購

叫）

に

お

け
る

業
障
の

軽
重
が

説
か

れ

て

い

る

偈
と

長
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